
1. フィールドシーケンシャル法OCBカラー
液晶ディスプレイの開発

現状の液晶ディスプレイは光の利用効率が数％程度と
大変低く、その要因の一つがカラーフィルタです。カラー
フィルタは白色光から不要な成分を吸収することによ
って着色光を実現するため光の損失が大きく、その結
果消費電力が大きくなるといった問題があります。また
CRTと比較すると、液晶の動画特性はボケがあり不十
分です。
こうした課題解決を図るため、光源色を切り替えるフィ
ールドシーケンシャル法 OCB カラー液晶ディスプレイ
をこれまで 6 型で試作しました。さらに大型ディスプレ
イへの適用を図るため、6 型での問題点を解消し、15
型を試作しました。この試作したディスプレイにより、ボ
ケのない鮮明な動画像、艶やかな映像を実現しました。
またコントラスト、輝度、視野角のさらなる向上も実現し
ています。
この研究成果を JST の重点地域研究開発推進プログ
ラム及び経済産業省の地域新生コンソーシアム研究開
発事業により実用化を目指します。
 
2.　世界初液晶粘性係数測定システムの開発
近年、液晶ディスプレイの動画性能の向上が求められて
います。動画性能の向上には高速に応答する液晶の開
発が必要であり、そのために応答速度に強い相関があ
る液晶粘性係数の簡便かつ高精度な測定手法・装置が
強く要求されています。

本事業では東北大学との共同研究により、これまで困
難だった、複数の粘性係数を簡単で正確に導出できる
画期的な手法を開発しました。
この技術による世界初の液晶粘性係数測定システムを
（株）日本マイクロニクスが製品名「Lvic」として製品化
しました。
この装置により、困難であった粘性係数の高精度な測
定が簡単かつ短時間の操作で可能となりました。

大画面フラットパネルディスプレイの創出
事業総括
蝦名　武　　青森県副知事
研究統括
内田　龍男　東北大学工学研究科長
新技術エージェント
末永　洋一　青森大学教授
青木　茂雄　元 ホシデン（株）副社長

中核機関　　
（財）21あおもり産業総合支援センター　
行政担当部署
青森県商工労働部新産業創造課
コア研究室
（財）21あおもり産業総合支援センター

地域COEの構築への取り組み

新技術・新産業創出の取り組み

青森県
平成13年度発足
Aomori

試作した15型フィールド
シーケンシャル法OCB
カラー液晶ディスプレイ

製品化された液晶粘性係数測定システム
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1. マウス長鎖cDNAの取得・構造解析
（テーマ1; 取得・配列決定2,248クローン）

cDNA 2,169クローンをROUGEデータベースと
して公開しました。
(http//www.kazusa.or.jp/rouge) 

2. マウス長鎖cDNA遺伝子産物に対する抗体
（テーマ2; 取得抗体2,014種）

抗原アフィニティ精製抗体、また組換えモノクローナ
ル抗体などの有償配布を開始しました。

3. DNA/抗体アレイの商品化（テーマ3）
アレイ作製装置の開発に対し、第１回ものづくり日本
大賞/優秀賞が授与されました。 

4. InGaP, InCePデーターベースの構築
（テーマ4）

InGaP（マウスKIAA遺伝子及びKIAA蛋白質発現情
報データベース；274クローン）及びInCeP（KIAAに
関わる細胞内の蛋白質/蛋白質の相互作用データベ
ース）を公開しました。
(https://webcreate.kazusa.or.jp/create/)

ゲノム情報を基本とした次世代先端技術開発
事業総括　
山藤　清隆　（財）かずさディー・エヌ・エー研究所・理事
研究統括
大石　道夫　（財）かずさＤＮＡ研究所・理事長兼所長

東京大学名誉教授

新技術エージェント
富岡　登　　（財）かずさＤＮＡ研究所

知的財産コーディネーター

中核機関
（財）千葉県産業振興センター
行政担当部署
千葉県商工労働部産業振興課
コア研究室
（財）かずさDNA研究所

地域COEの構築への取り組み

新技術・新産業創出の取り組み

千葉県
平成13年度発足
Chiba

COE事業活動の成果と今後の展開

ROUGE公開データベース画面

抗原アフィニティ精製抗体

DNA／抗体マイクロアレイヤー

InCeP公開データベース画面
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1. 脳深部対応型MEG（脳磁計）システム
MEG（脳磁計、Magnetoencephalography）は、
高時間分解能を有し、脳内の神経活動の変化を瞬時
に捉えることができること、その反応部位の特定が
比較的正確にできることが特徴で、非侵襲性や、比
較的重装備を伴わない等、医療・脳科学計測用ツー
ルとして普及が期待されております。
ベクトルマグネトメータ、高ダイナミックレンジ
SQUID 駆動回路、デュワー（超低温恒温装置）等
の開発を行い、脳深部対応型 MEG システムの試作
品が完成しました。今後、データ収集・解析と共に、
脳深部の計測、高次脳機能計測プロトコル開発を進
めます。また、脊髄や末梢神経誘発磁場計測装置を
はじめ、超高感度磁気センサ（SQUID）の新分野
への活用を展開していきます。

2. 血球標識自動製剤化装置
早期の脳血管障害性認知症の鑑別に有効なシンチグ
ラフィーで用いる製剤を得るためには、被験者の血
球を放射性薬剤で標識する操作が必要です。これに
は非常に長い煩雑な工程が必要で、熟練された技術
者が長時間作業に拘束されると共に、放射性物質に
よる被曝が問題となっております。

血球分離装置、遠心分離装置などを組み込み、脳
血管障害に関する計測に必要となる放射性薬剤を自
動製剤する「血球標識自動製剤化装置」を試作・
評価し、有効性を実証しました。
今後は、病院・研究所を対象に販売活動を展開する
予定です。

3. POC対応型バイオセンサ
POC 対応型バイオセンサの要素技術となる、ポン
プ能力や流路抵抗等を考慮した流路デザイン、マー
カ物質を電気や蛍光で検出する技術等の開発を進
め、PDMS樹脂材のフロー型チップを試作しました。
この作製したチップを使用して、アルツハイマー病
のマーカとして有力視されているＡβ42 の検出を行
い良好な結果を得ました。
今後、実際の医療現場で診断用として利用できるよ
うに、検出感度の向上等、開発を進めていきます。血
液など体液中の認知症マーカ物質を検出できる
POC 対応型バイオセンサの開発に向けて、アレイ／
フローチップの小型化・量産化技術の開発を行うと
ともに、食品・環境など新分野への応用展開をはか
ります。

次世代型脳機能計測・診断支援技術の開発
事業総括
澁谷　弘利　（社）石川県鉄工機電協会会長

澁谷工業株式会社代表取締役社長

研究統括
鈴木　良次　金沢工業大学特任教授
新技術エージェント
高田　啓輔　ワイズ福祉情報研究所代表

金沢工業大学非常勤講師

中核機関
（財）石川県産業創出支援機構
行政担当部署
石川県商工労働部産業政策課
コア研究室
研究成果活用プラザ石川内

地域COEの構築への取り組み

新技術・新産業創出の取り組み

石川県
平成13年度発足
Ishikawa

1. 研究成果の活用と展開
地域結集型共同研究事業で得られ
た研究成果を発展、整備した研究用
機器などを活用して、文部科学省の
「知的クラスター創成事業」に展開
しました。この知的クラスターはハ
イテク計測・知的活動支援技術領域
における技術シーズの創出と育成、
地域産業への円滑な技術移転とそ
の事業化の促進を行い、技術武装
型新産業の創出を目指すもので
す。

2. 研究推進体制の発展
共同研究を通じて構築された人的・組織的ネットワー
クを継承・発展させるとともに、研究成果の育成、技術
移転等の事業の推進による新産業の育成と、予防型
地域社会の形成を進めていきます。

石川県地域結集型共同研究事業 
「次世代型脳機能計測・診断支援技術の開発」
・深部対応型MEGシステムの開発 
・新規PET診断薬の開発と脳標準化DBの開発
・脳機能計測用バイオセンサの開発
・医用ナレッジハンドリング技術の開発 
・早期認知症診断支援システムの基本設計

「高齢社会に対応した健診システムの形
成」と「ハイテク計測・ブレインテクノロ
ジー関連の新たなリーディング産業の
創出」を目指したCOEの構築 

知的クラスター創成事業
「SQUID（超電導量子干渉素子）」「バイオセンサ」「ナレッジハ
ンドリング」等の研究シーズを活用し、「認知症早期診断支援シ
ステム」の開発をはじめ、「ハイテク計測・知的活動支援技術」
領域の技術開発を推進します。
研究成果の事業化・新産業の創出と、安全・安心・健康で活力の
ある自立した予防型地域社会システムの形成を目指します。

成果育成・共同研究
研究成果活用プラザ石川研究開発推進事業
経済産業省地域新生コンソーシアム事業等との連携

事業化支援・ベンチャー企業の育成
いしかわクリエイトラボ等によるベンチャー企業育成
ISICO新規事業支援、経営支援等による事業化支援
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ミクロ海洋生物による海洋環境保全・生物生産に関する技術開発
事業総括
緒方　利隆 長崎商工会議所相談役
研究統括
平山　和次 長崎大学水産学部名誉教授
新技術エージェント
岩永　充三 （財）長崎県産業振興財団
 企業インストラクター

黒川　孝雄 （財）長崎県産業振興財団　

中核機関
（財）長崎県産業振興財団
行政担当部署
長崎県科学技術振興課
コア研究室
長崎県総合水産試験場内

地域COEの構築への取り組み

新技術・新産業創出の取り組み

長崎県
平成13年度発足
Nagasaki

耐久卵量産技法と保存技法の開発
仔魚の最も優れた餌であるワムシを耐久卵で保存し
いつでも供給することが可能となりました。
これまでの研究で、耐久卵を10億オーダーで生産
できるようになりました（クロレラ工業から販売）。

マハタ種苗生産技術の開発
種苗量産技術を確立して民間種苗機関へ技術移転す
るとともに、得られた種苗を用いて漁業者による養
殖試験を実施中です。

有害・有毒プランクトンの識別・同定
赤潮プランクトンを迅速に識別・同定するための図
説を作成しました。動きを比較できる動画も添付して
います。これにより、赤潮の被害を軽減することが期
待できます。

海産ワムシ類

マハタ（日令70日） 長崎周辺海域の有害植物プランクトン
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